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　2015年11月18-20日、フランスのストラスブールにて国際会議「変異――ジャン













り広げた。その記録集はSens en tous sens: autour des travaux de Jean-Luc Nancy 










ンド、日本２などから40名もの研究者が登壇した。その記録集はFigures du dehors: 



































の哲学の拍動」（Pulsations philosophiques chez Jean-Luc Nancy）と総題を付した。
　翻訳テクストに関しては、ナンシー氏本人をはじめとして、数多くの著者に翻訳
掲載の承諾を得ることができた。彼らの惜しみない協力に対して、心からの感謝を
表明しておきたい。
　慶應義塾大学の市川崇教授にも論考の執筆を依頼したところ、本特集号のために
力作を届けてくれた。厚く御礼申し上げる次第である。
　翻訳に関してはとりわけ若手研究者の方々に依頼したが、どの訳者も迅速かつ的
確に翻訳原稿を作成してくれた。翻訳原稿には私と柿並氏が目を通して、適宜加筆
修正を施した。毎年ルーティン化している大学の紀要の存在意義は往々にして曖昧
だが、このように若手の初々しい貢献によって紀要が充実し、また、若手にとって
のインセンティブになることは実に理想的である。みなさんの参加に心より感謝す
る次第である。
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